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まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
ひとりひとりいろいろなカラーがあるから素敵。自分色の花を咲かせよう！！
☆良いところ・強みを伸ばし、ひとりひとりに寄り添った支援を大切にします。
☆周りの人から愛される人・事業所を目指し、地域の中でたくましく生きる力を伸ばします。

事業所名 多機能型事業所　いろいろ 作成日支援プログラム

・見通しを持って自ら行動できるよう、環境に配慮して分かりやすく提示(日、曜日、時間、活動の流れ)。
・日常生活の中で文字や数量などに興味を持ち、生かせる力をつける。

・自分の気持ちを言葉や身振りで伝えられるよう方法を知らせ、安心して表出できる環境に配慮。
・相手の話に耳を傾け、楽しくやり取りをする機会を作る。

・他者と関わりながら「楽しい」「嬉しい」気持ちを共感し共に過ごすことの喜びを味わう。
・自分の気持ちに折り合いをつけられるよう、気持ちや行動をコントロールできる力を養っていく。
・事業所以外の地域の方、児童、団体と関わる機会をたくさん作り、いろいろな人との接し方を学ぶ。

支援方針

①自分でできることを増やして自信につなげる。
②いろいろな経験をする中で、好きなことや得意なことを見つける。
③人と接する中でコミュニケーションの能力を伸ばす。
④地域の方や同年代の児童と交流を持ち、地域とのつながりを深める(インクルーシブ)。

営業時間 送迎実施の有無
１８：００
１７：００
１５：００

平日
休業日(早番８：００)
土曜日(月1回交流事業)

主な行事等
・季節のイベント(餅つき、流しそうめん、しめ縄作りなど)　　・農作物収穫　　・クッキング　　・公共交通機関の利用　　・体育館遊び　　・トランポリン教室　　・職業体験
・感謝祭　　・いろいろカフェ(保護者会年２回)　　・地域の方、児童、団体との交流(月1～2回)

家族支援
・いつでも相談できる場を提供し、気持ちに寄り添う。
・様子を共有し、具体策を提案したり助言したりする。
・必要に応じて関係機関等と連携をとり、支援する。

移行支援
・ライフステージの切り替え時、移行先へ情報提供する。
・ライフステージに合わせた自立支援をする。
・地域と繋がりながら日常生活を送るため地域住民との交流をする。

地域支援・地域連携 ・学校や関係機関と連携をとり情報共有や専門的支援を提供する。 職員の質の向上
・外部、内部の研修に参加をする。
・スタッフミーティングや打ち合わせで知識、支援技術の向上を目指す。

支　援　内　容

・挨拶、身だしなみ、整理整頓を心がける。
・生活スキルの獲得をし、自己管理を目指す。
・環境の構造化をし、落ち着いて生活できるよう配慮。
・野菜や果物の収穫、季節の食材を楽しむ、クッキングを通した食育。

・体の使い方や力のコントロールの方法を知り、姿勢の保持につなげていく。
・思い切り体を動かす粗大運動(縄とび、サーキット、ボール遊び、公園、体育館等)を導入。
・製作・作業活動を通して微細運動(はさみ、ちぎり、釘打ち、編み物、ひも通し等)を導入。
・感覚遊び(トランポリン、ブランコ、バランスボール、スライム、水遊び等)を導入。本
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